
 

 
 
 
 
 
 
◆ 「内容のまとまり」の考え方                        

特別活動における「内容のまとまり」は、学習指導
要領の内容に基づき、次のように示されています。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆ 内容のまとまりごとの評価規準の作成        
①学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を

踏まえ、「改善等通知」の例示を参考に、特別活動の
「評価の観点」とその趣旨を設定します。 

※「改善等通知」の例示は、巻末の「学習評価等に関する参考資料のリンク集」に掲載し
ている「改善等通知」（別紙４ 31 ページ）を参照してください。 

②学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学
習指導要領解説で例示されている「各活動・学校行
事における育成を目指す資質・能力」を参考に、各
学校において育成を目指す資質・能力を重点化して
設定します。 

③「観点ごとのポイント」を踏まえ、「内容のまとまり
ごとの評価規準」を作成します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【「学級活動(1)」の内容のまとまりごとの評価規準（例）】 
〔第５学年及び第６学年の例〕 

よりよい生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

みんなで楽しく豊かな
学級や学校の生活をつ
くるために他者と協働
して取り組むことの意
義を理解している。 
合意形成の手順や深ま
りのある話合いの進め
方を理解し、活動の方法
を身に付けている。 

楽しく豊かな学級や学
校の生活をつくるため
に、問題を発見し，解決
方法について多様な意
見のよさを生かして合
意形成を図り、信頼し支
え合って実践している。 

楽しく豊かな学級や学
校の生活をつくるため
に、見通しをもったり振
り返ったりしながら、自
己のよさを発揮し、役割
や責任を果たして集団
活動に取り組もうとし
ている。 

 
◆ 特別活動における学習評価の工夫             
◇多面的・総合的な評価の工夫 

特別活動においては、児童が自己の活動を振り返り、
新たな目標や課題がもてるよう、評価を進めるため、
活動の結果だけでなく、活動の過程における児童の努
力や意欲などを積極的に認めたり、児童のよさを多面
的・総合的に評価したりすることが大切です。 

児童一人一人を評価する方法としては、教師による
観察が中心となりますが、チェックリストや児童自身
の各種記録の活用など、評価方法の特質を生かして評
価するようにします。 

特に、児童が活動に「見通しをもって取り組み、活
動を振り返って次の課題解決につなげたり、改善した
りする」等、自主的、実践的に取り組むことができる
ようにするために、児童の学習活動として、自己評価
や相互評価を行うことも多いことから、観察による教
師の評価と併せて、児童自身による評価を参考にする
ことも考えられます。 

また、児童一人一人のよさや可能性を生かし伸ばす
点から、児童のよりよい姿が見られた際には、随時、
当該児童に伝えたり、学級や学年、学校全体に紹介し
たりすることが考えられます。 
◇評価機会の工夫 
 特別活動は、活動の積み重ねにより年間を通して児
童の資質・能力の育成を図るものであることから、す
べての評価の観点について、事前・本時・事後の一連
の学習過程の中で評価できるようにしたり、各活動・
学校行事における顕著な事項は補助簿を活用して記録
したりしておき、一定期間に実施した活動や学校行事
を評価規準に基づき、まとめて評価するなど、効果的
で効率的な評価となるよう配慮する必要があります。 

特別活動 
 特別活動においては、活動全体を通して、自治的能力や積極的に社会参画する力を育てることを
重視し、学級や学校の課題を見いだし、話し合って合意形成したり、役割分担して協力したりする
などして解決する活動の充実を図ることが大切です。 

○ 学級活動： 
(1) 学級や学校における生活づくりへの参画 
(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及

び健康安全 
(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現 

○ 児童会活動 
○ クラブ活動 
○ 学校行事： 

(1) 儀式的行事、(2)文化的行事、 
(3) 健康安全・体育的行事、 
(4) 遠足・集団宿泊的行事、 
(5) 勤労生産・奉仕的行事 

○「知識・技能」のポイント 
・話合いや実践活動における意義の理解や基本

的な知識・技能の習得として捉え、評価規準
を作成します。 

・文末を「～を理解している、～を身に付けて
いる」とします。 

○「思考・判断・表現」のポイント 
・話合いや実践活動における、習得した基本的

な知識・技能を活用して課題を解決すること
と捉え、評価規準を作成します。 

・文末を「～している」とします。 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
・自己のよさや可能性を発揮しながら、主体的

に取り組もうとする態度として捉え、評価規
準を作成します。 

・文末を「～しようとしている」とします。 
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◆ 学習評価に関する事例                                       
１ 議題 

「がんばったね集会をしよう」 
２ 内容のまとまり 
  第５学年 「学級活動『(1)学級や学校における生活づくりへの参画』」 
３ 目標 

１年間の互いのがんばりを認め合う楽しい「がんばったね集会」をするために、集会の内容を考えることが
できるようにする。 

４ 評価規準 
  ※前ページ【「学級活動(1)」の内容のまとまりごとの評価規準（例）】を参照 
５ 指導と評価の計画 
 ① 事前の活動計画 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
 

◎目指す児童の姿 
【観点】〈評価方法〉 

○月○日 
（ ） 
業間休み 

・提案ポストの議題案を
確認し、選定する。 

（計画委員会） 

・議題選びの視点を念頭
において選定すること
を指導する。 

 
 
 
◎がんばったね集会への

見通しをもち、意欲的
に取り組もうとしてい
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
〈学級会ノート〉 
 
 
 
 
◎友達のがんばりを認め

合うことができる集会
の内容を学級会ノート
に書いている。 

【知識・技能】 
〈観察・学級会ノート〉 
 
 
 
 

○月○日 
（ ） 
帰りの会 

・議題を決定する。 
（学級全員） 

・計画委員会で選定した
議題案をもとに、学級
全員で決定する。 

○月○日 
（ ） 
昼休み 

・活動計画を作成する。
（提案理由、話合いの
めあて、話し合うこと、
決まっていること等を
確認する） 

・学級会の進行の仕方を
確認する。 

・学級活動コーナーに掲
示する。（計画委員会） 

・実態を踏まえ、日時や場
所などの条件を「決ま
っていること」として
教師が設定する。 

・提案者の思いや願いを
学級全体の共同の問題
になるように、提案理
由をしっかりと深める
ようにする。 

○月○日 
（ ） 
帰りの会 

・学級会ノートに自分の
考えを記入する。 
（学級全員） 

・話し合うことや決まっ
ていることが、共通理
解できるように必要に
応じて助言する。 

・提案理由を踏まえた自
分の考えを記入できる
ようにする。 

○月○日 
（ ） 
昼休み 

・学級会ノートに目を通
し、書かれた意見を整
理する。 
（計画委員会） 

・出された意見から話合
いの見通しがもてるよ
うに助言し、必要に応
じて短冊に記入する。 

・学級会ノートに励まし
の言葉等を記入し、話
合いの意欲を高める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【POINT】 
「主体的に学習に

取り組む態度」の評
価については、実践
の様子から、児童が
自分のよさを生かし
ながら、自分の役割
に取り組んだり、友
達と協働して取り組
んだりしながら活動
している様子を見取
ります。 

【POINT】 
学級活動(1)の評価

については、話合いの
めあてや提案理由に
沿って考え、発表し合
っているかなど、児童
の活動の様子を観察
して見取ることが中
心となりますが、学級
会ノートの記述も評
価の参考にすること
ができます。 

【POINT】 
「知識・技能」の

評価の例として、本
児童については、提
案理由の「がんばり
を認め合う」という
活動の意義を理解
し、その達成に向け
て意見を考えてい
る様子から、「十分
満足できる状況」で
あると考えられま
す。 

【学級会ノートの例】 
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② 本時の指導計画 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
【学級会ノートにおける自己評価例】 

③ 事後の活動計画 
日時 児童の活動 指導上の留意点 

 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 
○月○日 
（ ） 
業間休み 

・決まったことを学級活
動コーナーに掲示する。 

・係の役割分担をする。 

・決まったことの要点を
まとめて書くよう計画
委員に助言する。 

 
 
◎集会のめあてを意識し

て、友達と協力して取
り組んでいる。 

【思考・判断・表現】 
〈学級会ノート〉 
 
 

○月○日 
（ ） 
帰りの会 

・係ごとに計画を立てて、
協力して準備をする。 

・帰りの会などで係ごと
に 経 過 報 告 を 行 っ た
り、お知らせを伝えた
りする。 

・係は必ず複数名で担当
し、全員で協力して活
動できるようにする。 

・準備の進捗状況を途中
で確認し活動意欲の継
続化を図る。 

○月○日 
（ ） 
昼休み 

・「がんばったね集会」を 
行う。 

・集会のねらいを確認し、
協力して実践できるよ
うにする。 

○月○日 
（ ） 
帰りの会 

・一連の活動を振り返る。 
・集会を終え、振り返りを

書く。 

・自分の態度を振り返る
とともにめあてに基づ
いた振り返りを行い、
自分の役割を果たすこ
とや友達のよかったと
ころについても認めら
れるように助言する。 

◎集会の成果と課題を振
り返り、自他のがんば
りに気付いたり、次の
活動に生かそうとした
りしている。 

【主体的態度】 
〈学級会ノート・観察〉 

話合いの順序 指導上の留意点 ◎目指す児童の姿 
【観点】〈評価方法〉 

１ はじめの言葉 
２ 計画委員の自己紹介 
３ 議題の確認 
 
 
４ 提案理由や話合いの

めあての確認 
５ 決まっていることの

確認 

・提案者の思いや願いを全員が理解し、
学級の問題であることを確認する。 

話合いのめあて 
「がんばったことを振り返ることがで

きる集会の内容と工夫を考えよう。」 
・事前の活動で決まっていることを確

認する。 
①日時：○月○日○時間目 ②場所：教室 
③ゲームで１つ、それ以外で１つ 

 

６ 話合い 
・話し合うこと① 
「何をするか。」 
 
・話し合うこと② 
「がんばりを認め合う

工夫はどうするか。」 
 
・話し合うこと③ 
「どんな係が必要か。」 

・司会が進行に困った時は方向性を示
唆し、児童の合意形成を方向付ける
ような助言はしない。 

・自治的活動の範囲を超えそうな場合
は、適切に助言する。 

・必要に応じて、自分の意見に固執せ
ず、納得した上で考えを変えるな
ど、折り合いをつけて合意形成を図
ることの大切さについて助言する。 

・これまでの集会の経験をもとに必要
な係については事前に短冊を用意
しておき、今回新たに必要な係につ
いて話し合う。 

◎これまでの集会活動の経
験を生かしたり、友達の
意見のよさを生かした
りして、集会の内容や工
夫について考えている。 

◎みんなでがんばったこと
を認め合う内容はどれが
よいか根拠を明確にしな
がら発言したり、友達の
意見と比べて聞いたりし
ている。 

【思考・判断・表現】 
〈発言・観察〉 

７ 決まったことの発表 
８ 話合いの振り返り 
 
９ 先生の話 
 
 
10 おわりの言葉 

・よかった点や課題について自己評価
し、友達のよかった点などについて
相互評価できるように助言する。 

・前回の話合いと比べてよかった点や
合意形成したことへの価値付け、今
後の課題や見通し、実践に向けての
意欲付け等について簡潔に述べる。 

 

【POINT】 
本時の目標に基づ

き、「十分満足できる
状況」を的確に見取る
ために、具体的な児 
童の姿をいくつか想 
定して記述していま
す。 

【POINT】 
 話合いの様子から、
出された意見のよさ
を生かしたり、改善策
を考えたり、組み合わ
せたりしながら考え
ている様子を見取り
ます。 

【POINT】 
話合い活動の振り

返りとして、３段階で
振り返ることで、児童
自身の自己評価の力
を高めたり、【思考・
判断・表現】の評価の
参考にしたりしてい
ます。 

【POINT】 
「思考・判断・表

現」の評価の例とし
て、解決方法につい
て多様な意見のよさ
を生かして合意形成
を図ろうとしている
様子から、「十分満足
できる状況」である
と考えられます。 

【POINT】 
自他の取組や実践

を振り返り、自己の
よさを発揮し、役割
や責任を果たして取
り組もうとしている
様子や友達と協力し
て準備や活動に取り
組んでいる様子など
を基に、【主体的に学
習に取り組む態度】
の評価の参考にしま
す。 
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